


































めた経緯そして運営体制を、松山市 SC の支援と関係づけながら説明する。第 5 節は第 4 節



























2 ） 国庫補助は、厚生労働省→都道府県労働局→都道府県単位の SC 連合→市区町村単位の拠点 SC という






















































いたからである。そこで2014年 9 月12日に最初のヒアリング調査を実施した 7 ）。その席で松














7 ） そこで得た着想は、同僚の久保山直己先生（運動生理学・健康科学）に依頼し、毎年 6 月に開催される
東大阪市 SC の定時総会でふれあい体操というかたちで実現されている。ゼミナール生とともに協力いた
だいている久保山先生に御礼申し上げる。

























松山市 SC の2016年度の事業実績を示せば図表 2 のようになる（松山市 SC（2017a））。
①受託事業は、会員が発注を受けて請負・委任で就業する SC の従来の事業である。②介



















9 ） 松山市 SC では「福祉事務所」と呼んでいるが、行政機関の福祉事務所とは異なる。
図表 2　松山市SCの事業実績（2016年度）
区　　分 事業実績額
①受託事業 540 , 948 , 974円
②介護保険事業 200 , 425 , 251円
③生涯現役促進地域連携事業 15 ,931 , 869円
④労働者派遣事業 365 , 113 , 251円
⑤補助金等事業 17 ,723 , 177円
⑥市委託事業 36 ,923 , 144円
⑦シルバーサロン事業 366 , 945円




































は159名であり、年齢別の内訳は30歳代 5 名、40歳代 3 名、50歳代 7 名、60歳代52名、70







































業は民間に委託される（http://www.mhlw.go.jp/ﬁle/06 -Seisakujouhou-11600000 -Shokugyouanteikyoku/ 
0000045611 .pdf　2018年 3 月12日アクセス）。



























ehime/3801/kuchikomi_h_1 .html　2018年 3 月14日アクセス）、提供料理の写真を見ると、かいしきの必
要性がよく理解できる。















































































は oﬃce TL という屋号を使用している（2018年 3 月15日に吉金氏に電話で確認）。
図表 4　葉っぱかいしき事業独立前の運営体制（2017年7月現在）

































































ている。図 1 の④補助金等は「生涯現役 ! セルフプロデュース実践プログラム事業」からの
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